
〈
研

究

論

文

５

〉

西
周
「
哲
學
」
の
成
立
に
見
る
比
較
思
想
的
思
索

表

題

に

「
哲

學

」

と

し

た

の

は
、

西
周

が
ｐ
ｈ
ｉｌｏ
ｓ
ｏ
ｐ
ｈｙ

の
譯

語

と

し

て

創

製

し

た
哲

學

の

語

と

區

別

す

る

た

め

で

あ

る
。

西

周

は

正

確

に

ｐ
ｈ
ｉｌｏ
ｓ
ｏ
ｐ
ｈｙ

の
概

念

を
理

解

し

て
、

こ

の
譯

語

を

生

ん
だ

の

で
あ

る
が
、

彼

自
身

は
一
箇

の
獨

創
的
思

想
家

と

し
て

、
性

理
學

と
し

て
の
儒

學

の
思

想
表

現

を
、
西

洋

の
哲
學

の
理
解

に

よ

っ
て

さ
ら

に
鍛

へ
ら
れ

た
概
念

分

析

と
そ

れ
を
通

じ
て

の
総
合

と

い
ふ
形

で
、
哲

學

を
包
含

す

る
思
想

を
形

成

し
た
。

そ

れ
は
西

周

「
哲
學

」

と
言

っ
て

も
よ

い
。
彼

の

こ
の
思

索

は

具

體
的

に
は

、
特

に
朱
子
學

に
於

る
性

と
理

を
中

心
と

す

る
思

索

を
西

洋

的

な
原

理
に

溯
る
思

考
に

よ

っ
て

分
析

・
検

討
・

統
合

し
た
比

較

哲
學

的

營

爲
の
好

範

例
と

も
な

っ
て

ゐ

る
。
そ

れ

を
明

ら
か

に
す

る
の

が
本
論

文

の
意
圖

で
あ

る
。

彼
が
そ
も
そ
も
の
始
め
に
於
て
「
ヒ
ロ
ソ
ヒ
之
學
」
に
感
嘆
し
た
の
は
、

「
實
二
可
驚
公
平
正
大
之
論
」
（
文
久
二
年
五
月
十
五
日
松
岡
隣
宛
て
書
簡
）

で
あ
る
點
に
あ
っ
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
こ
の
學
は
「
性
命
の
理
を
説
い

湯
　
川
　
敬
　

弘

て

程

朱

に

も

軼

ぐ

」

と

し

た

と

き

、

彼

は

兩

者

の

比

較

の

共

通

基

盤

を

理

會

に

於

る

理

の

普

遍

性

に

置

い

て

ゐ

た

の

で

あ

っ

た

。

こ

こ

に

云

ふ

程

朱

と

は

も

ち

ろ

ん

程

伊

川

と

朱

晦

庵

を

指

し

、

彼

が

宋

儒

の

學

と

謂

ふ

と

き

は

、

専

ら

伊

川

の

理

の

思

想

を

繼

い

だ

晦

庵

の

學

、

即

ち

朱

子

學

が

ｐ
ｈ
ｉｌｏ
ｓ
ｏ
ｐ
ｈ
ｙ

の

第

一

の

比

較

對

象

に

な

っ

て

ゐ

た

。
こ

の

や

う

に

彼

は
「
ヒ

ロ

ソ

ヒ

ー
」

と

謂

ふ

學

を

知

っ

た

當

初

か

ら

、

西

欧

の

「

ヒ

ロ

ソ

ヒ

ー

」

と

宋

個

の

性

理

學

と

を

統

一

の

觀

に

も

た

ら

さ

ん

と

す

る
動

機

を

以

て

思

索

を

展

開

し

た

。

こ

れ

が

彼

の

比

較

思

想

の

目

的

で

あ

っ

た

。

そ

の

目

的

は

、

よ

り

具

體

的

に

ｐ
ｈ
ｉｌｏ
ｓ
ｏ
ｐ
ｈ
ｙ

の

譯

語

が

哲

學

に

定

着

し

た

「
百

一

新

論

」

に

表

明

さ

れ

て

ゐ

る

。

印

ち

、

百

一

新

論

と

は

「
百

教

ヲ

概

論

シ

テ

同

一

ノ

旨

ヲ

論

名

セ

ン

ト

」
（

全

集

一
－
2
8
9、

以

下

算

用

数

字

は

頁

数

）

す

る

趣

旨

で

名

づ

け

ら

れ

、

ヒ

ロ

ソ

ヒ

ー

も

儒

學

も

と

も

に

教

、
即

ち

「
人

の

大

た

る

の

道

を

教

へ

る

も

の

」

の

一

つ

と

し

て

、

儒

學

は

哲

學

の

一

部

と

さ

れ

る

。

百

教

を
岡

目

を

以

て

比

較

し

て

、

物

理

を

77



参
考
に
し
て
心
理
に
徴
し
、
そ
れ
ら
を
統
一
的
觀
點
の
下
に
位
置
づ
け
る

こ

と
、
そ
れ
が
彼
の
こ
の
書
を
書
い
た
意
圖
で
あ
っ
た
。
彼
に
と
っ
て
、

思
想
は
實
地
に
施
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
に
は
統
一
の
觀
が
な
く
て
は

な

ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
「
思
想
を
實
地
に
施
す
」

と
い
ふ
視
點
の
下
で
の
彼
の
独
自
の
哲

學
追
究

の
營
み
に
確
固
た
る
基
盤
を
與

へ
て
ゐ
た
の
は
、
宋
學
に
よ
っ
て

培
は
れ
た
理
の
普
遍
性
の
信
念
で
あ
っ
た
。
彼
の
理
の
思
考
が
、
程
伊
川

を
受
け
て
性
理
學
を
完
成
し
た
朱
晦
庵
、
そ
の
學
を
純
一
に
尊
崇
・
信
奉

し
た
山
崎
闇
齋
の
學
、
そ
の
門
流
で
も
理
一
元
の
學
に
徹
底
し
た
三
宅
尚

齋
の
學
統
に
お
い
て
育
成
さ
れ
た
こ
と
は
す
で
に
論

じ
た
こ
と
が
あ

る

が
、
特
に
こ
の
際
注
意
し
て
お
い
て
よ
い
の
は
、
闇
齋
に
於
て
は
他
の
儒

者
と
は
異
り
、
彼
の
日
本
の
文
化
傳
統
に
根
ざ
し
た
思
考
と
相
俟
っ
て
、

何

よ
り
も
理

の
普
遍
性
が
強
調
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
（
「
洪
範
全
書
序
」

山
崎
闇
齋
全
集
三
ｌ

作一
）
。

思
想
の
比
較
に
於
て
は
、
え
て
し
て
概
念
を
歴
史
的
・
風
土
的
文
化
背

景
に
於
て
理
解
す
る
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
、
概
念
の
安
易
な
同
一
視
あ
る
い

は
單
な

る
對
比
に
陥
り
や
す
い
が
、
西
周
は
闇
齋
、
徂
徠
の
學
を
受
け
て

そ
の
弊

を
免
れ
得
た
。
『
百
一
新
論
』
に
「
岡
目

ヨ
リ
百
教
ヲ
見
下

サ
ネ

バ
ナ
ラ
ヌ
コ
ト
デ
ゴ
ザ
ル
」
と
書
い
た
と
き
、
彼
の
理
の
探
求
は
、
人
間

と
し
て
の
共
通
性
を
踏
ま
へ
な
が
ら
も
、
自
身
の
體
驗
に
徴
し
、
論
理

の

徹
底
と
と
も
に
、
徂
徠
の
學
か
ら
學
ん
だ
概
念
理
會
の
歴
史
的
相
對
化
の

視
點
、
比
較
文
化
的
視
點
を
以
て
な
さ
れ
た
。
こ
れ
が
比
較
思
想
的
と
題

し
た
所
以
で
あ
る
。

さ

て

、

西

周

は

、

文

久

二

年

に

「

ヒ

ロ

ソ

ヒ

」

に

接

し

、

そ

れ

を

「
西

洋

の

性

理

の

學

」

と

呼

ん

だ

が

、

明

治

三

、
四

年

頃

の

講

義

で

あ

る

「
百

學
逑
環
」
に
於
て
は
「
ｐ
ｈ
ｉ
ｌ
ｏ
ｓ
ｏ
ｐ
ｈ
ｙ
る
文
字
は
希
臘
の
φ
ι
λ
ο
に
し
て
、
英

の
ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
（
愛
）
な
り
、
又
ｓ
ｏ
ｐ
ｈ
ｙ
は
σ
ο
φ
ι
α
に
し
て
、
英
の
w
ｉ
ｓ
ｄ
ｏ
ｍ
（
智
）

な

り

、
そ

の

意

は

賢

な

る

を

愛

し

希

ふ

の

義

な

り

、
ヒ

ロ

ソ

ヒ

ー

を

理

學

、

或

は

窮

理

學

と

名

っ

け

稲

す

る

あ

り

」（
四
－
1
4
5
）
と

定

義

し

て

ゐ

る

。
『
利

學

』

の

序

文

明

治

九

年

頃

の

「
譯

利

學

説

」

で

も

『
本

譯

中

柵

す

る

所

の

哲

學

は

邸

ち

欧

州

儒

學

な

り

、

今

哲

學

と

譯

す

、

こ

れ

を

東

方

の

儒

學

に

別

つ

所

以

な

り

、

此

の

語

も

と

斐

魯

蘇

非

と

名

づ

く

、

希

臘

語

な

り

、

斐

魯

は

求

む

る

の

義

、
蘇

非

亞

は

賢

の

義

な

り

、
賢

徳

を

求

む

る

の
謂

な

り

、

周
茂
叔
の
所
謂
士
は
賢
を
希
ふ
の
義
な
り
」
（
一
―
1
6
1
）
と
定
義
し
、
ヒ

ロ

ソ

ヒ

ー

の

歴

史

が
、

一

方

は

物

理

學

を

は

じ

め

と

す

る
諸

科

學

に

分

科

し

、

本

流

は

ヘ

ー

ゲ

ル

に

至

る
ま

で

を

叙

述

す

る
。

そ

し

て

ヒ

ロ

ソ

ヒ

ー

を

智

情

意

の

三

區

分

に

對

應

し

て

分

け

、

そ

れ

を

統

轄

す

る
學

域

と

し

て

心

理

（

性

理

）

の

學

ｐ
ｓ
ｙ
ｃ
ｏ
ｈ
ｏ
ｌｏ
ｇ
ｙ

を

位

置

づ

け

る

。

こ

の

や

う

に

、

彼

は

ｐ
ｈ
ｉｌｏ
ｓ
ｏ
ｐ
ｈ
ｙ

の

意

味

、

そ

の

展

開

の

歴

史

を

も

よ

く

踏

ま

へ

た

上

で

、

ソ

ヒ

ー

の
意

味

を

賢

徳

と

し

、

そ

の
上

で

な

ほ

こ

れ

を

儒

學

と

等

値

し

た

の

で

あ

る
。

基

本

的

に

こ

の
考

へ

は
生

涯

變

ら

な

か

っ

た

。

こ

の

點

に

彼

を

獨

自

の

「
哲

學

」

者

た

ら

し

め

た
學

の

認

識

が

あ

っ

た
。

す

で

に

述

べ
た

如

く

、
西

の
思

索

の

根

底

に

は

「
思

想

を

實

地

に

施

す

」

と

い

ふ

意

識

が

常

に

あ

っ

た

が

、

こ

れ

に

は
同

時

に

、

営

時

の

西

欧

の

、

物

と

心

の

兩

分

野

で

學

問

の

分

科

が
著

し

い

状

況

で

の

、

ヒ

ロ

ソ

ヒ

ー

の



意
義
に
つ
い
て
の
認
識
が
結
び
つ
い
て
ゐ
た
。
明
治
六
年
の
「
生
性
發
蘊
」

に
『
如
此
ク
學
科
ノ
區
チ
區
チ
ナ
ル
コ
ト
（

、
諸
部
ノ
爲

二
全
體
ヲ
忽
略

ス
ル
ノ
患
タ
ル
ニ
止
ラ
ス

シ
テ
、
學
術
上
二
、
真
ノ
障
碍
ヲ
生
ス
ル
コ
ト

ナ
リ
、
如
何
ト
ナ

レ
（

、
統
一
ノ
觀
ナ
ク
シ
テ
ハ
、
之
ヲ
今
日
人
間

二
、

施
ス
可

カ
ラ
サ
レ
「

也
」
（
一
－
4
5
）
と
表
明
さ
れ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

従
っ
て
哲
學
は
は
っ
き
り
と
し
た
目
的
を
も
っ
學
で
あ
っ
た
。
郎

ち
、「
百

科
の
學
術
に
於
て
統
一
の
觀
を
立
て
」
、
「
人
の
人
た
る
を
教
へ
る
」
教
、

そ
の
目
的
た
る
「
四
海
共
和
」
を
人
間
世
界
に
致
す
た
め
の
學
で
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
『
哲
學
原
語
、
英
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
、

佛
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
、
希
臘
ノ
フ
ィ
ロ
愛
ス
ル
者
、
ソ
フ
ォ
ス
賢
卜
云
義

ヨ
リ
傳
来

シ
、
愛
賢
者
ノ
義
ニ
テ
其
學
ヲ
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ト
云
フ
、
周
茂

叔
ノ
所
謂
希
賢
ノ
意
ナ
リ
」
（
註
ホ
　
3
1
）
と
、
「
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
」
の

語
原
的
説
明

も
「
ソ
フ
ォ
ス
」
と
行
爲
者
の
視
點
か
ら
の
説
明
に
な
っ
て

を
り
、
周
茂
叔
の
所
謂
希
賢
の
意
と
い
ふ
理
由
が
は
っ
き
り
と
す
る
。
し

か
し
一
方
で
、
哲
學
と
は
「
理
ヲ
講
ズ
ル
學
」
と
さ
れ
、
そ
の
理
の
内
で

も
最
重
要
な
る
人
の
心
の
理
を
論
明
す
る
も
の
と
定
義
さ
れ
て
ゐ
る
事
に

も
留
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

西
は
こ
の
「
生
性
發
蘊
」
を
、
冒
頭

『
源
二
沂
（
泝
）
リ
宗
ヲ
開
ク
」

と
題
し
て
「
性
理
の
學
」
か
ら
西
洋
哲
學
史
を
説
き
起
こ
し
、
佛
教
、
特

に
禪
宗
の
心
に
つ
い
て
の
所
説
に
觸
れ
、
詳
し
く
西
洋
の
哲
學
史
を
辿
っ

て
ヘ
ー
ゲ
ル
ま
で
の
流
れ
を
論
述
す
る
。
そ
し
て
、
『
今
余
力
論
セ
ン
ト

ス
ル
所
、
全
然
此
諸
家
ノ
説
二
本
ツ
ク
者

二
非
ス
ト
雖
モ
、
其
遺
蹤
ヲ
踵

イ
テ
、
大
率
實
驗
上

ヨ
リ
、
講
究
セ
ム
ト
思
フ
ナ
リ
」
と
自
身
の
體
驗
に

徴

し

て
の
思

索

に
基

づ
く
こ

と
を
表

明
し

た
上
で

、
各
思

想

の
一
大

要
部

は
性
理

に
あ

る

こ
と

を
確
認

し
、
彼

の
現

在
の
思

想
的

立
脚

點
を

コ

ン
ト

の

「
實
理

學

（

ポ
ジ
チ

ヒ
ズ

ム
）
」

と

ミ
ル

の

『
歸

納

致

知

の
方
法

（

イ

ン

ヂ
ュ
ク

チ

ー
フ

メ

ト
ー

ド
）
」

に
置

く

と
宣
言

し
て

ゐ

る
。

か
う
し

た

知
的

背
景

に
お

い
て

、
哲
學

は

希
賢

の
學

で

あ
る
と
同

時

に
、
理

を
講

ず

る
學

で
あ

り
、

理

の
本
質

が
追

究
さ

れ
た
の

で
あ

る
。

西

は
、
こ
の

生
性

の
題
字

は
孟

子
の

「
告
子
日

く
生

を

こ
れ
性

と
謂

ふ
」

か

ら
取

る
と
注

を

つ
け

（
3
0）
、

性
理
學

の
語

は
英
語

の

「
サ

イ
コ

ロ
ジ
」

の
譯

語

で

あ
り

、
『
只

之

ヲ

東
洲

ノ
性

理
ノ

字

二
比

ス

レ

バ
彼
（

專

ラ

霊

魂

ノ
體

ヲ
論

シ
是
「

心

性
ノ
用

ヲ
論

ス
ル
ノ

差
ア
リ

、
然

モ
大
要

相

似
夕

ル

ヲ
以

テ

直

二
性

理

卜
譯

ス
」
（
同
）

と
註

し
、

西

洋
哲

學

の
流

れ

の
内

に
同

様

の
概
念

が
あ
る

と
考

へ
て

ゐ
た
。
こ

の
考

へ
は

デ
カ

ル
ト
の

思
想

を

、
「
自

已

に

存

す

る

の
獨

知

ｃ
ｏ
ｎ
ｓｃ
ｉｅ
ｎ
ｃ
ｅ

を

主

と

し

て

立

て

た

説

」
、

そ

し
て

、

ス
ピ

ノ
ザ
に

つ

い
て

「
闔

人
士
比

瑙
薩

（
ス

ピ
ノ

ザ
）
此

（
筆

者

注

デ

カ

ル
ト

の
）

説
ヲ

演

繹

シ
テ
、

性
中

固
有

ノ
觀

念

（
ア

イ

ヂ
エ
）

卜
云

フ
コ
ト

ヨ
リ

、
説

ヲ
立

テ

タ
リ
」
と

紹
介

し
て
、

そ

の

「
固

有

の
觀

念

」

と

い

ふ
語

に
、
『
性
中

自

然

二
理

想
ノ

倔

パ
ル
ト

云

フ
説

、
程

子
ノ

性
（

理
ナ

リ
ノ

説
是

に
近

し
一

と
註
し

て
ゐ

る
點
に

も
よ
り

明
瞭

に
看
取

さ

れ

る
。

又
、
８
ｎ
ｓ
ｃ
ｉｅ
ｎ
ｃ
ｅ

を
獨

知

と
譯

し

た

の
も
、
「
大
學

ノ
獨

知

卜

同

シ
」
（
大

學

章
句
傳

第

六
章
）

と
考

へ
た
か

ら
で

あ
る
。

こ
の
告

子

の
語

の
解
釋

を

め
ぐ
っ

て
、
宋
學
上

で
は
當

初

か
ら
二

つ
の

相
對

す

る
議
論

の
流

れ

が
あ

っ
た
。
晦

庵
は
張

横
渠

の

「
心

は
性

情

を
統

ぶ
る
者

」
、
伊

川

の

「
性

印
理

」

の
思

想
に

基

づ
き
、

天

理

と
人

欲

を
對

｜　西周 「哲學 」の成立に見 る比較 思想的思索79



立

さ
せ
本

然

の
性

・
気
質

の
性

の
論

を
立

て
た

が
、
伊

川

の
兄

明

道

は
告

子
の
「
生
を
性
と
謂
ふ
」
考
へ
を
基
本
的
に
肯
定
し
、
性
即
気
、
そ
し
て

気
即
ち
性
と
し
、
我
々
人
間
は
気
を
稟
け
た
存
在
と
し
て
、
生
ま
れ
る
以

前

の
性

を
云

々
し
得

な

い
。

そ
の

意
味

で
告

子

の

『
生
は
性

』

の
立
言

は

正

し

い
、

そ

し
て

さ
う

し

た

と
き

、
悪

も

ま

た
性

と

せ

ざ
る

を
得

な

い
、

善

悪

は
絶

對

的
な
對

立
で

は

な
く

過
不

及

の
程
度

に

す
ぎ

ぬ
と

し
た
。

二

程

子

に

於
て

は
、

こ
の
考

へ

の
相

違
は
兩

者

の
學

の
基
本

愛

驗

が
共
通

で

あ

っ
た

た
め
概

念
的

對
立

に
は

な

ら
な

か
っ

た

が
、
西
周

の
學

ん

だ
朱

子

の
學

で

は
先

鋭

に
對

立
し

た
思

想

に
な

っ
て

ゐ

る
。

理

の
問
題

を
考

へ

る

際

、
西

は
當
然

の
こ

と
な

が
ら

こ

の
こ

と
も

ま
た
念
頭

に
置

い
て

ゐ
た
筈

で

あ

る
。

生
性

の
語

の
出
典

を

述

べ
、
發

蘊

と
題

し
、
コ

ン
ト

の
哲
學

を

「
悉

ク
實

理

二
本

キ
、

而

シ
テ
夫

ノ

超
理

學

ノ
、

曾

テ

ヨ
リ
要

セ

シ
所

ノ

統

一

ノ

観

二
連

シ

タ
ル
者

ナ

ル
ヲ

以

テ
」
（
一
－
4
7
）

と

こ

の
論

考
で

紹

介

し

た

こ
と
自

愛

が
、
こ

の
生

は
性

、
性
叩

気

、
性
叩

理

の
問
題

を
解

決

で

き
る

と
考

へ
た
た

め
で

は
な

い

か
と

も
取

ら
れ

る
か
ら
で

あ

る
。

實

理

と
は

本
来

宋

學

に

於

て

強
調

さ

れ
た

言

葉

で
、
「
天
下

の

物

は
、

皆

實
理

の
爲
す
所

な

り
。
故

に
必

ず
是

の
理

を
得
て

、
然

し
て
後

に
是

の

物

有

り
」
（
中

庸

章
句
第

二
五

章
）

と

端
的

に
述

べ
ら

れ
、
明

道
、
伊

川

の
、

「
天

は
た

だ

是

れ
生

を
以

て
道

と
為

す
、

此

の
生

理

を
繼

ぐ
者

は
印

ち

是

れ
善
な
り
」
（
遺
轡
二
上
　
一
二
裏
）
あ
る
ひ
は
「
二
気
五
行
剛
柔
萬
殊
、

聖

人

の
由

る
所

は
惟

一
理

の

み
。
人

須

く
其

の
初

に
復

ら
ん

こ
と
を
要

す
」

（
遺

書

六
　

二
裏
）

と
説

く
、

萬
物

生

生
之

一
理

で
あ

る
。

と

す

れ
ば

ス

ピ
ノ

ザ
に

言
及

し

て

の
、

観
念

の
語

の
註

に
看

ら

れ

る
、

「
性
中
自
然
二
理
想
ノ
備
パ
ル
ト
云
フ
説
、
程
子
ノ
性
「
理
ナ
リ
ノ
説
是

に

近

し

」

と

い

ふ

理

會

は

西

の

西

洋

思

想

の

理

解

不

足

で

あ

っ

た

の

で

あ

ら

う

か

。

さ

う

で

は

な

い

。

彼

の

こ

の
點

に

つ

い

て

の

考

へ

は

明

治

十

五

年

の
「

尚

白

箚

記

」
（

尚

白

は

揚

雄

の

故

事

を

踏

ま

へ

た
謙

抑

の
辭

）

で

の
東

西

の
理

の

比

較

對

照

に

於

て

明

ら

か

に

さ

れ

て

ゐ

る
。

こ

れ

は

「
統

一

の

観

」

と

「
理

學

説

」

の

二

章

を

立

て

、

特

に

理

に

つ

い

て

詳

し

く
論

じ

た

も

の
で

あ

る

が
、

西

は

、

理

の

定

義

を

次

の

や

う

に

論

じ

る
。

儒

學

の

書

は

皆

理

を

論

じ

た

も

の

で

、

宋

儒

以

来

殊

に

此

の

字

を

用

ふ

る

こ

と

多

く
、

理

を

解

析

す

る

事

も

精

密

に

な

っ

た

、

宋

儒

の

理

の

字

の

定

義

は

大

學

の
補

傳

（
傳

第

五

章

）

に

明

ら

か

で

あ

る
。

し

か

し

、

こ

の

理

に

あ

た

る

「
的

譯

」

は

欧

州

の

言

語

に

は

な

い

。

そ

の

理

由

は

欧

州

の

言

語

で

は

理

を

大

き

く

二

つ

に

分

け

る

か

ら

で

あ

る

。

そ

の

一

つ
は

英

語

で
言
へ
ぱ
r
e
a
s
o
n
と
l
a
w
 
o
f
 
n
a
t
u
r
e
（
西
は
佛
語
、
獨
語
、
蘭
語
も
竝

記
し
て
ゐ
る
）
r
e
a
s
o
n
と
は
一
般
的
に
使
ふ
と
き
は
「
道
理
」
と
譯
し
、

専

門

的

に

は

「
理

性

」

と

譯

す

。

こ

の

理

性

、

道

理

は

人

心

に

関

は

る

も

の

で

あ

り

、

天

理

天

道

な

ど

と

云

ふ

意

は

含

ま

ぬ

ｌａ
w

　ｏ
ｆ
　ｎ
ａ
ｔｕ
ｒ
ｅ

は

理

法

と

譯

し

、
ニ

ュ

ー

ト

ン

の

重

力

の

理

法

の

ご

と

く

、「
客

観

に

屬

す

る
者

」

で

あ

る
。

二

つ
目

は

、

英

語

で

「
ア

イ

デ

ア

」
、

ギ
リ

シ

ア

、

ラ

テ

ン
語

で

は

「
イ

デ

ア

」
、

佛

語

で

「
イ

デ

ー

」
、

獨

語

で

「
フ

ォ

ル

ス

テ

ル

ル

ン

グ
又
イ
デ
ー
」
、
蘭
語
で
「
デ
ン
キ
ベ
ー
ル
ド
」
と
言
ふ
「
観
念
」
と
譯

す
語

で

あ

る

。

此

の

語

は

理

の

宇

と

あ

ま

り

関

係

が
な

い

や

う

に

見

え

る

が

、「
深

く

宋

儒

の
指

す

理

と

同

一
趣

の

理

を

徴

す

る
語

」
で

あ

る

と

す

る

。



原
文
で

は

こ

の
「
見

る
」

に
丸
印

を

振
っ
て

を

り
、

そ
れ

を
強

く
意
識

し

て
イ

デ
ア

を
觀
念

と
譯

し

た
こ

と

が
分

る
。

こ

の
、

イ
デ
ア

の
本

義

を
考

へ
た
上

で
、

こ

れ
を

宋
學

の
理

と
同

一
趣

の
も

の
と

し
た
所

、

こ

の
理

の

思
索

に
西
周

の

「
哲
學

」

の
核

心

が
あ

る
。

そ

れ
を
委

し

く
觀

よ

う
。

西

は

「
生

性

發
蘊

」
の

翌
年

に
發
表

し

た

「
知

説
」

で
ま

づ
知

の
對

象

と
し
て

の
理

に

つ

い
て
考
察

し

た
。

そ
し
て

同

じ
年

に
發

表
し

た
信
仰

と

政

治

の
問
題

を
扱

っ

た

「
教
門
論

」

で
、
信

仰

の
本
質

で

あ

る
信
と
知

と

の
開

係

を
論

じ

た
。
「
知

説
」

に

お

い
て

は
、

人
心

の
本
質

を
智

情
意

に

別

ち
、

智

を
そ

の

「
最

高
位

」

に
あ

る
も

の
と
位
置

づ
け

、
學

と
術

の
定

義

を
行

ふ
。
印

ち

『
學

ノ
要
（

眞

理
ヲ

知

ル
ニ
在

リ
、

然

ル

ニ
其
眞
理

ナ

ル
者
…

…
一

物

一
事

ニ

シ
テ
必

ス

ー
ナ

ル
ヲ

知

ル
、
…

…
之

ヲ
衆

理

二
徴

シ
テ
眞
理
ノ
必
ス
匸
一
シ
テ
ニ
ナ
キ
ハ
、
吾
人
ノ
既
二
先
天
二
於
テ
知
ル

所

ナ
リ

、
此
先
天

ノ
知

二
因

テ
眞
理

ヲ

知
ル
ヲ

求

ム
ル
ヲ

、
之

ヲ
講

求

（
イ

ン
ヱ

ス
チ

ケ

ー

シ
ウ

ン
）

卜
云

フ
」
、
そ

し
て

、

こ

の
講

究

に
よ

り

「
事

實
ヲ
一
貫
ノ
眞
理
二
帰
納
シ
、
又
此
眞
理
ヲ
序
テ
前
後
本
末
ヲ
掲
ケ
、
著

（
シ
テ
一
ノ
模
範
ト
ナ
シ
タ
ル
者
ヲ
學
ｓ
ｃ
ｉ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
卜
云
フ
。
學
ノ
旨
趣
ハ

唯
專

ラ

眞
理
ヲ

講

究

ス
ル

ニ
ア
リ

テ
、

ソ
ノ

眞
理

ノ
人

間

二
於

ケ

ル
利

害

如

何

タ

ル
ヲ
論

ス
可

カ
ラ

サ

ル

ナ
リ

」
。

術
と

は

「
既

二
學

二
因

テ
眞

理

瞭

然

タ

ル
時
「

之

ヲ

活

用

シ
テ
人

間

万

般

ノ
事

物

二
便

ナ

ラ

シ
ム

ル

モ

ノ
」
（
一
－
4
6
0）
で

あ

る
。
「
教
門

論
」

で

は
信

を
論

じ
て

、
理

と

は
知

の

對
象

で

あ
り
、

知

る
と

い
う
こ
と

は

そ
の
理

を
有

す

る
こ

と
。

理

を
有

し

な

い
限

り

は

、
「
知

る

所

を

推

し
て

以

て
知

ら

ざ

る
所

を

信

ず

る

の

み
」

で
あ

る
。

従
っ

て
、

信

と

は
知

の
及

ば

ぬ
と

こ
ろ

に

お

い
て

、
各

人

そ

の

知

の

程

度

に

応

じ

て

眞

と

信

じ

る

も

の

を

信

じ

る

こ

と

で

あ

る

と

分

析

す

る

。

西

は

こ

の

開

係

に

お

い

て

天

と

理

さ

ら

に

性

、

そ

し

て

賢

哲

の

信

と

言

ふ

問

題

に

論

及

す

る

。

西

に

據

れ

ば

信

の

對

象

と

し

て

選

ぶ

べ

き

は

「
唯

吾

が

心

ノ

眞

ト

シ
眞

二

近

シ
ト

ス

ル
者

」

で

あ

る

。

そ

れ

を

心

に

問

ふ

方

法

は

そ

の

行

ひ

を

爲

し

た

と

き

、

自

身

の

心

に

悦

び

、

あ

る

い

は

悔

恨

を
感

ず

る

か

ど

う

か

を

見

れ

ば

よ

い
。

こ

の

感

受

は

外

に

對

し

て

生

じ

る

の

で

は

な

く

「

獨

知

（
ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｃ
ｉｅ
ｎ
ｃ
ｅ

の

譯

語

）
」
す

る

所

か

ら

来

る

。

そ

れ

が
「

我

性

」

で

あ

る

。

そ

れ

故

、

告

子

の

言

ふ

が
如

く

生

は

性

な

り

と

し

て

、

そ

の

性

は
自

然

に

有

す

る

も

の

と

す

る

と

、

人

そ

れ

ぞ

れ

に

生

れ

た

儘

の

性

を

も

っ

こ

と

に

な

り

、

人

の

善

悪

の

行

爲

そ

れ

ぞ

れ

各

自

の

性

の

ま

ま

に

行

は

れ

る

も

の

と

な

る

。

そ

れ

で

は

人

の

行

爲

を

他

の

人

が

怒

り

、

処

罰

す

る
と

い

ふ

こ

と

の

根

據

が

無

く

な

っ

て

し

ま

ふ
。

従

っ

て

性

は

生

れ

た

儘

、

自

然

に

有

す

る

も

の

で

は

な

く

天

賦

、

つ

ま

り

萬

人

が

同

じ

く
賦

與

さ

れ

て

ゐ

る

も

の

と

せ

ね

ば

な

ら

ぬ

。

こ

こ

に

於

て

、
西

は

天

賦

す

る

も

の

と

し

て

の

天

、
宋

學

の

根

本

思

想

、

天

理

の

分

析

を

行

ふ

。

ま

づ

、

宋

學

を

奉

じ

る

者

何

人

も

疑

ふ

こ

と

の

な

か

っ

た

天

印

理

、

一

理

の
流

行

と

言

ふ
考

へ

が

「
宋

儒

ノ

迷

巷

」

で

あ

る

と

断

じ

る

（

一
－
5
0
5
以

下

）
。

そ

の

理

由

の

第

一

は

、

世

間

の

万

端

の

過

ち

と

悪

事

も

ま

た

そ

れ

相

應

の

理

が

あ

っ

て

起

こ

り

、

爲

さ

れ

る

。

印

ち

「
理

八
善

悪

二

通

ス

ル

ノ

名

」

で

あ

る
。

従

っ

て

、

天

は

理

と

言

ふ

と

悪

も

亦

天

理

と

な

り

、

天

理

を

善

と

す

る
宋

悃

の

考

へ

と

背

馳

ス

ル

。

第

二

の

理

由

は

、

宋

儒

は

天

理

人

欲

と

言

ひ

、

わ

ざ

わ

ざ
理

に

天

と

言

ふ

語

を
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つ
け
る
が
、
理
自
體
す
で
に
善
で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
。
と
す
れ
ば
天
と
理

と
は
同

一
、
天
は
理
、
理
は
即

ち
天
、
故
に
理
は
即

ち
理

と
同
語
反
復
し

て
ゐ
る
こ
と
に
な
る
。
従

っ
て
、
さ
う
で
な

い
と
す
れ
ば
、
天
の
字
を
理

に
冠
す
る
こ
と
が
す
で
に
天
即

ち
理
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。
そ
れ

で
は
天
と
は
何
か
と
言
ふ
な
ら
ば
、
天
は
「
理
の
由
り
て
出
る
所
」
を
指

す
の
で
あ
っ
て
、
理

と
同
一
の
も
の
で
は
な
い
。
譬
へ
れ
ぱ
天
は
國
王
、

理
は
そ
の
詔
勅
の
如
き
も
の
。
従
っ
て
天
は
即

ち
理
と
言
ふ
の
は
、
國
王

と
詔
勅
と
は
同
じ
と
言
ふ
や
う
な
も
の
で
、
指
す
と
こ
ろ
を
誤
っ
て
ゐ
る
。

つ
ま
り
天
と
は
そ
の
位
を
指
す
語
で
あ
り
、
そ
の
本
體
を
指
し
て
、
主
宰

で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
帝
、
人
間

の
帝
と
混
同
さ
れ
な
い
や
う
に
上
帝
と
言

ふ
。
さ

ら
に
そ
の
働
き
と
徳
の
不
測
不
可
思
議
な
る
所
か
ら
神
と
言
ふ
。

故

に
『
天
理
卜
云
フ
（

神
理
ニ
シ
テ
吾
人
ノ
性
霊
形
體
悉
ク
神
ノ
賦
与
ス

ル
所
ト

シ
、
其
詔
勅
誥
命

八
吾
人
ノ
心
裏
二
銘
ス
ル
所
ニ
シ
テ
、
一
念
ノ

微
モ
教
誡
ヲ
垂
示
セ
ル
コ
ト
ナ
シ
」
と
さ
れ
る
。

西
に
と
っ
て
哲
學
は
あ
く
ま
で
理
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
理
は
天
に

根
據
づ
け
ら
れ
た
理
で
あ
り
、
『
人

ノ
以
テ
萬
物
二
長
ニ
シ
テ
、
此
地
球

上

二
君
タ
ル
所
（

能
ク
此
心
を
存
シ
、
能
ク
此
性
ヲ
知
リ
、
能
ク
此
理
ヲ

推

シ
、
以
テ
其
由
リ
テ
出
ル
所
頼
テ
成
ル
所
ヲ
認
識

シ
、
畏
敬
愛
慕
日

二

戒
懼
以
て
其
道
ヲ
遵
奉
ス
ル
ニ
在
リ
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
な
の
で

あ
る
。

つ
ま
り
彼
の
哲
學
的
營
爲
を
さ
さ
え
る
者
は
天
へ
の
信
に
あ
っ
た

と
言
っ
て
よ
い
。
つ
ま
り
、
天
は
知
的
に
理
を
推
し
っ
め
て
行
っ
た
と
こ

ろ
に
確
乎
と
し
て
信
ぜ
ざ
る
を
得

な
い
神
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

神
理

の
意
味
で
の
天
を
賢
哲
の
信
の
對
象
と
し
て
「
上
帝
へ
の
信
」
を

西
は
論

理
的

に
要

請

し
た

が
、

そ
れ

は
同

時

に
、
理

が
善
悪

と

も
に
關

は

る

も
の
で

あ
る

と

い
ふ
認
識

か
ら
も
要
謂

さ
れ
る
。
な

ぜ
な
ら
ば
知

は
才
・

學

・

識
に
於

て
働

く
が
、
正

し

い
信

が
な
け

れ
ば
、
才

能

は
變

じ
て
奸

佞

狡
猾

と
な

り
、
智

は
詐
り

に
働

き
、
學

や
術

も
奸
悪

を
助
長

し
汚

點

を
廣

げ

る
道
具

と
な

っ
て

し
ま

ふ

か
ら
で

あ
る
。

そ
れ
故

に
、

信
は

『
衆
徳

の

元

百

行

の
本

』

な

の
で

あ

り
、
『
蓋
賢

哲
ノ

所
謂

信

ナ

ル
者
（

、
心

ヲ

盡

シ
性
ヲ

知

ル
ノ
致

ス
所

、
其

己
ヲ

修

メ
人

ヲ
治

ム

ル
ノ
道

、
衆
徳
百

行

何

レ
カ

爰

二
原

セ

ザ

ル
ア

ラ

ン

ヤ
」

と
言

ふ
の
で

あ

る
。

こ

の
天
・
理
・
神
・

帝

の
分

析

に
は
明

道

、
伊
川

の
天

、
理

、
帝

に
つ

い
て

の
定

義

が
對

照

さ

れ
て

ゐ
る

こ
と

は
す

ぐ
に
知

ら

れ
る
で

あ
ら

う
。

こ

の
や

う
に
し

て
西

は
知

の
問
題

と
し

て

は
伊

川
、

晦
庵

の
性
即

理

説

を
明

快

に
否
定

し

た
。

し

か
し
同
時

に
、

一
方
で

は
、

観
念

と

い
ふ
も

の

に
こ

の
否

定

し
た

理

と
同

趣

の
も
の
を
見

た

の
で
あ

る
。正

に
こ

の
點

に
、

彼
の
理

と
信

の

「
哲
學

」

の
根
據

が
あ

っ
た
。

西

は
十

八

歳

の
と

き
、
荻

生

徂
徠

の
學

に
接

し
朱
子

學

の
「
大

夢
」

か

ら

「
窮

理

は
學
者

の
事

に
非

ず
」

と
劇

的
に
目
覚

め
た

體

驗
を
有

っ
。

そ

れ
は

、
徂
徠

が
宋

儒

の
窮

理

の
學

の
陥

る
陥
穽

を
、
學

ぶ
者

そ

れ

ぞ
れ
に

窮
理
能
力

の
違

ひ

が
あ

る
に

も
係
は

ら
ず
、

そ
れ
を
學

の
要

諦

と
す

る
こ

と
は

、
つ
ま

る
と

こ

ろ
各
人

の
獨
善
に

陷
る

と
指

摘

し
た

こ
と

を
承

け
て

ゐ

る
。
西

は
こ

の
徂
徠

の
窮

理

に
つ

い
て

の
指
摘

を
讀

ん
で

朱
子
學

の
弊

を
悟

っ
た

の
で

あ

る
が
、

そ

れ
は
そ

の
ま
ま
、
西

洋
的

ロ
ゴ
ス

の
學

に
も

あ
て

は
ま

る
こ
と

が
意

識

さ

れ
て

ゐ
た

は
ず
で

あ

る
。

彼

は
そ

の
點

に
就

て

、
伊
川

が

『
天
下

の
物
皆

理

を
以

て
照

ら

す
可

し
、

物
有

れ

ば
則

ち
必



ず
則
有
り
、
一
物
須

く
一
理
有

る
べ
し
」
（
遺
書
一
八
　
九
表
）
と
窮
理

を
説
く
一
方
で
、
眞
の
理
會
に
つ
い
て
「
さ
ら
り
と
氷
解
し
、
筋
道
が
自

然
と
立
っ
て
心
に
喜
悦
を
感
じ
て
初
め
て
理
を
得
た
と
い
へ
る
」
と
述

べ

て
ゐ
る
事
も
銘
記
し
て
ゐ
た
。
そ
れ
故
に
こ
そ
、
明
治
十
年
の
東
京
大
學

で
の
講
演
「
學
問

八
淵
源
ヲ
深
ク
ス
ル
ニ
在
ル
ノ
論
」
に
於
て
、
新
し
く

日
本
に
移
入
さ
れ
た
西
洋
の
學
問
の
創
造
的
發
展
の
た
め
の
二
要
件
と
し

て
、
そ
の

Ｉ
、
實
驗
、
自
国
の
實
情
に
照
ら
し
、
體
驗
を
主
と
す
る
こ
と
、

そ
の
二
、
も
ち
ろ
ん
急
需
に
應
ず
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
が
、
學
問
の
淵

源
を
深
く
す
る
こ
と
を
擧
げ
、
「
總
テ
學
問

二
従
事
ス
ル
以
上

八
、
…
…

各
其
科
學
ノ
深
遠
ナ
ル
理
ヲ
極
メ
、
無
用
ノ
事
二
類

ス
ル
モ
、
理
ヲ
講
明

ス
ル
爲
二
（

徹
底
ノ
見
解
ヲ
要

シ
、
特
別
ノ
衆
理
ヲ
聚
メ
テ

ー
貫
ノ
元
理

二
歸
ス
ル
如

ク
、
所
謂
江
海
ノ
侵
、
膏
澤
ノ
潤
ノ
如

ク
、
左
右
其
源

二
逢

フ
ノ
地

二
至

ル
ベ
キ
ナ
リ
」
、
と
し
、
一
見
相
反
す

る
や
う
で
あ
る
こ
の

兩
者
が
「
相
俟
テ
、
他
圃
ノ
學
術
卜
云
フ
者
、
始
メ
テ
自
身
自
国
ノ
用

二

供
ス
ベ
キ
ナ
リ
」
と
説
い
た
の
で
あ
る
。
西
が
こ
こ
で
淵
源
を
深
く
す
る

と
云
ふ
理
の
探
求
と
、
實
用
に
供
す
る
た
め
に
と
云

ふ
視
點
か
ら
、
實
驗

つ
ま
り
體
驗
を
説
い
た
の
は
、
西
の
携
は
っ
て
ゐ
る
學
問
が
彼
の
言
葉
で

言
へ
ば
、
物
理
の
學
で
な
く
、
心
理
の
學
で
あ
り
、
こ
の
學
に
お
け
る
「
定

準
な
き
」
理
の
探
求
に
於
て
は
、
正
に
「
怡
然

と
し
て
理
順
ふ
」
こ
と
の

重
要
性
が
概
念
的
理
解
と
の
對
比
に
於
て
意
識

さ
れ
て
ゐ
た
か
ら
で
あ

る

と
考
へ
ら
れ
る
。

窮
理
に
於
て
「
怡
然
と
し
て
理
順
ふ
」
こ
と
を
説
い
た
伊
川
は
學
の
方

法
と
し
て
、
居
敬
・
静
坐
の
工
夫
に
よ
る
體
驗
を
強
調
し
た
が
、
獨
知
の

認
識

、
大

學

に
説

く
誠

意
も
ま

た

こ
の
工
夫

の
對

象
で

あ
っ

た
。
西
周

の

學
問

は
幼
少

時

よ
り
、

こ

の
居

敬
・
静

坐

の
徹
底

的
訓

練

の
内

に
涵

養

さ

れ
、
已

に
觸

れ

た

ご
と
く
徂
徠

の
學

を
知

る
に
及

ん
で

一
度

は
こ

れ
を
否

定

し
た

の
で

あ

っ
た
。

し
か

し
、
彼

の
性
理

の
學

の
結

論
で

あ

る
「
生
性

箚
記

」

で

は
改

め
て

そ
の
重
要

性
を

詳
細

に
説

い
て

ゐ
る
。

こ

の
論

考

は
漢

文
で

書
か

れ
、
性

理
、
人

の
心

の
理

に

つ

い
て
、

特
に

意

識
・

認
識

の
問

題

に
つ

い
て

、
西

洋
哲
學

史
上

の
主
要

論

點
を
、
開

係

す
る
営

時

の
自
然

科
學

的
知
識

、
儒
學

の
す

べ
て

の
知

識

を
自
身

の
體
驗

に
照

し
て
檢

討

し
、
自

己

の
「
性
理
哲

學
」

の
體

系

を
完
成

す

べ
く
、
明

治
十

七

年

か
ら
明

治
二
十

五
年

ま
で

手
を

大

れ
て

ゐ

た
未
完

の
主
著

で
あ

る
。
注
目

す

べ
き

は
、
心
理

の
問
題

を

「
知

説
」

と
同

樣
に
智

情
意

の
三

區

分

に
基

づ
き
分

析

す

る
点
で

は
變

ら

ぬ

も
の

の
、
「
知
説
」

に
お

い
て

は
智
こ

そ
人

性

に
お

け
る
主

と
し
た

の
に
對

し
、

こ

こ
で

は
意

こ
そ

。
こ

の
我

を
爲

す
者

、
心
理

の
問
題

の
中

心
で

あ

る
と
論
定

し
て

ゐ

る
こ

と
で

あ
る
。

西

は
意

を
心

の
主

と
な

す
根
據

を
三

つ
擧

げ
て

ゐ
る
。

そ
の
第
一

と
し

て
、
智

に

は
昏

昧

な
る
こ
と

が
あ
り

、
情

に

は
自

分
で

制
禦

で
き

な

い
と

き

が
あ

る
點
を

擧
げ

る
。
そ

し
て
、

こ

の
智

の
昏
昧

の
状

態
「

こ
れ
を
自

欺

と
謂

ふ
」

と

述

べ
、
こ
の
自

欺

の
語

に
大
學

誠

意
章

と
注
記

し
て

ゐ
る
。

こ
れ

は
す

ぐ
に

、
大
學

章
句

傳
六
章

の
み

な

ら
ず
、
経

文

の
所

謂
八

條
目

の
朱
註

『
心

は

、
身

の
主
と

す
る
所

也
。
誠

は
、
實
也

。
意

は
、
心
之

發

す
る
所

也
。

其

の
心
之

發
す

る
所
を
實

に

し
、
其

の
善

に
一

に
し
て
自

ら

欺

く

こ

と
無

か

ら

ん
と
欲

す

る
也
」
（

経

第
四

節

註
）

に

っ
な

が

る
。

す
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で

に

「
教

門

論

」

に

於

て

、

智

の

善

悪

ど

ち

ら

へ

に

も

働

く

二

面

性

か

ら

天

へ

の

信

を

要

請

し

た

の

で

あ

る

が

、

こ

の

脈

絡

か

ら

も

西

に

は

こ

の

朱

註

の

命

題

が

常

に

課

題

と

し

て

あ

っ

た

こ

と

、

そ

し

て

最

終

的

に

意

を

人

性

の

主

と

し

て

、

朱

説

を

是

と

し

た

こ

と

が
分

る
。

そ

れ

は

、

理

を

分

析

し

て

、

意

の

働

き

そ

の

も

の

で

あ

る

意

識

（
ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｃ
ｉｏ
ｕ
ｓ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ
）

と

良

心

の

問

題

に

こ

ま

か

く
論

及

し

て

ゐ

る

點

に

看

取

さ

れ

る
。

こ

れ

ら

の

問

題

に

つ

い
て

は

、

當

然

の

事

な

が

ら

、

大

學

、

孟

子

の

當

該

箇

所

を
下

敷

に

し

て

論

を

進

め

て

ゐ

る

が

、

特

に

行

論

上

に

於

て

目

立

つ

の

は

、

西

が

意

識

の

法

則

と

は

異

な

る

と

斷

り

な

が

ら

、

心

術

の

工

夫

と

し

て

、

居

敬

・

静

坐

を

「

徳

を

成

す

の

一
工

夫

、

聰

明

に

入

る

の

門

」

と

し

て

述

べ
、

こ

れ

と

英

語

で

ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｃ
ｉｅ
ｎ
ｃ
ｅ
’

「
大

學

に

所

謂

誠

意

の

義

、

掏

知

の

論

」

を

古

今

東

西

道

徳

學

上

の

枢

要

の

位

置

を

占

め

る
者

と

し

て

詳

述

し

て

ゐ

る

事

で

あ

る

。

ま

た

誠

意

の

分

析

に

於

て

は

、

陸

象

山

と

朱

晦

庵

と

の

論

争

に

言

及

し

、

晦

庵

の

分

析

を

是

と

す

る

。

西

が

居

敬

、

静

坐

の

學

の

効

用

を

わ

ざ

わ

ざ

説

い
て

ゐ

る

の

は

、

彼

自

身

が

「

禪

定

の

如

し

」

と

云

ふ

程

に

、

か

つ

て

静

坐

を

專

一

に

修

し

、

そ

の

効

果

を

身

を

以

て

體

認

し

て

ゐ

た

た

め

に

、

體

驗

し

た

理

の

世

界

を

無

視

す

る

こ

と

が

で

き

な

か

っ

た

た

め

と

考

へ

ら

れ

る

。

教

門

論

で

の
天

理

の

分

析

に

於

て

、

天

を

理

の

同

語

反

復

と

し

て

否

定

す

る

の

で

は

無

く

、

理

の

由

っ

て

出

づ

る

所

と

し

て

捉

へ
直

し

た

の

も

、

そ

も

そ

も

天

理

の

語

が
單

な

る

思

惟

の

産

物

で

な

く

、

程

明

道

の

『
私

の

學

に

は

師

か

ら

承

け

た

も

の

が
あ

る

が

、

天

理

の

二

字

は

そ

れ

と

は

違

っ

て

自

分

の

體

貼

（

宋

代

の

俗

語

で

體

驗

に

同

じ

）

か

ら

出
た
も
の
だ
」
（
外
書
一
二
　
四
表
）
と
述
べ
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ

れ
は
當

然

の
事

で
あ
り

、

そ
の
論

理
的
確
認

で

あ
っ

た
と
言

ひ
得

る
。

こ

の
や

う
に
、

西
周

の
理

の
世
界

は
、

生
々

こ
れ

を
易

と
云

ふ
、
易

に

率

ふ
こ

れ

を
道
と

謂

ふ
生

々
の
世
界

と
、

觀

る
こ
と

に
起
源

を
置

く
、
彼

が
的
確

に
譯

し
た

觀
念

（
イ

デ
ア
）

の
静

的
な

ロ

ゴ
ス
の
世
界

と
を
、
天
・

理

・
信

の
論

理

に
よ

っ
て
統

一

し
た
も

の
で
あ

っ
た

と
言

へ
る
。

此
の
故

に
彼
に

と
っ

て
哲
學

と

は
決

し

て
知

の
み

の
學

で
は

な
く
、

希
賢
學

あ

る

ひ

は
希
哲

學

、即

ち
賢
哲

た

る
た

め
の
學

で

あ
っ

た

の
で
あ

る
。

そ
し
て

、

そ
れ
は
、
齊
藤

忍

隨
氏

が
説

か
れ

る
如

く
、
ソ
ク

ラ
テ

ス
の

「
ソ

ピ
ア

ー
」

が
本
来

「
作
り

、
形

成

す

る
力

」

で
あ

り
、
「

ピ
ロ
ソ

ピ
ア

ー
」

は

『
で

き

る
限
り

神

に
似

る
こ

と
…
…

そ

し
て
神

に
似

る
と

は
。
知

を
そ

な
え
た

正

し

い
、

敬
虔

な
人

間

に

な

る

こ
と

で

あ
る

」
（
I
　Ｓｏ
ｐ
ｈ
ｉａ

の
意

味
）

本

誌
一
二
號
）
な
ら
、
西
周
は
正
し
く
本
来
の
意
味
で
ピ
ロ
ソ
ピ
ア
ー
を
捉

へ
て
ゐ
た

と
言

へ
る
。

西
周
全
集
（
宗
高
書
房

）
は
四
巻
本
を
、
山
崎
闇
齋
全
集
は
新
絹
山
崎
闇

齋
全

集
（

ぺ

り
か
ん
社
、
昭
和
五
三

年
）
、
程
子
遺
書
の
底
本
は
四
部
備
嬰
本
二
程
全
書
（
台
湾
中
華

書
局
）
を
用

い
た
。

（

１

）
「
生
を
こ
れ
性
と
謂
ふ
は
た
だ
稟
受
す
る
所
を
訓
ふ
る
な
り
、
天
命
こ
れ
を

性
と
謂

ふ
は
こ
れ
性
の
理
を
言

ふ
な
り
、
今
人
の
天
性
柔
緩
、
天
性
剛
急
と
言
ひ
、

俗
に
天
成

と
言

ふ
、
皆
生
來
か
く
の
ご
と
し
、
こ
れ
稟
受
す
る
所
を
訓
ふ

る
な
り
、

性
の
理

の
若

き
や
則
ち
善

な
ら
ざ
る
無
し
、
天

は
自
然
の
理

を
日
ふ
な
り
」（
遺

書
二
四
　

二
表

）
。

（
２
）
　
「
天

は
理
也
、

神
は
萬
物

に
妙

に
し
て
言

を
爲
す
者
也
．
帝

は
主
宰
の
事

を

以
て
名

づ
く
」（

遺
書
一
一
　

一
一
裏
）
．

『
天

と
上

帝

の
説
如

何
、
日
く
、
形

體
を
以
て
こ
れ
を
言

へ
ぱ
、

こ
れ
を
天
と

謂
ふ
．

主
宰
を
以

て
こ

れ
を
言

へ
ぱ
、
こ
れ

を
帝

と
謂
ふ
、
功
用

を
以
て
こ

れ

84



を
言

へ
ぱ
、
こ

れ
を
鬼
神
と
謂
ふ
、

妙
用

を
以

て
こ

れ
を
言
へ

ぱ
、
こ
れ
を
神

と
謂
ふ
」
（
遺
書
二
二
上
　

八
表
）
。

（
３
）
　
「
理
な
る
者
は
定
準
な
き
者
な
り
、
何
と
な
れ
ぱ
す
な
は
ち
理
な
る
者
は
遘

く
と
し

て
在
ら

ざ
る
な
き
こ

と
な
き
者

な
り
。
し

か
う
し
て
人
の
見

る
所
は

お

の

お
の
そ
の
性

を
以

て
殊

な
り
、
…
…

た
だ
聖

人
の

み
、
能

く
理

を
窮
め
て

こ

れ

が
極

を
立

つ
る
こ
と
あ
り

、
…
・：
宋
儒

の
理

を
尚

ぶ
は
そ
の
究

み
は
聖
人

を

師
と
せ
ず

し
て
み
づ
か
ら
用

ふ
る
に
歸
す
、
こ
れ
そ
の
失
す

る
所
以
な
り
」
（
『
辨

名
下

』
理
気
人
欲

五
則
）
。

（
４
）
　
「
古
の
學
者
は
優
柔
厭
飫
に
し
て
、
先
後
の
次
序
有
り
。
今
の
學
者
は
却
つ

て
只
一
場

の
話
説
を
傚
し
、
商
き
を
務

む
る
の
み
。
常

に
愛
す
杜
元

凱
の
語
を
。

江
海

の
浸
し
、

膏
澤
の
潤

す
が
若
く
、
漠

然
と
し
て

冰
釋
し
、
怡

然
と
し
て

理

順

い
、
然

し
て
後

に
得
た
り
と
爲
す
、
と
」
（

遺
書
一
五
　

二

表
）
。

（
ゆ
か
わ
・
た
か
ひ
ろ
、
比
較
哲
學
、
電
気
通
信
大
學
名
譽
教
授
）
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